


月 ・ 日の両日、第 回階上町民文化祭

が開催されました。主会場のハートフルプラ

ザ・はしかみでは日本美術院同人の故宮本重良

氏が 年前に製作した 松尾芭蕉のブロンズ

像 や寺下観音にある江戸時代後期の俳諧献額

が公開され、多くの人が興味深く見入っていま

した。

文化祭開会セレモニーに続き、平成 年度

文化賞・スポーツ賞表彰式が行われました。受

賞された方は次のとおりです（敬称略）。おめ

でとうございます。

陸上競技 八戸南高等学校）
光星学院高等学校）
石鉢小学校）
階上小学校）
赤保内小学校）

野 球 小舟渡小学校）
小舟渡小学校）
小舟渡小学校）
小舟渡小学校）
小舟渡小学校）

野 球 小舟渡小学校）
小舟渡小学校）
小舟渡小学校）
小舟渡小学校）
小舟渡小学校）
小舟渡小学校）
小舟渡小学校）
小舟渡小学校）
小舟渡小学校）

氏 名 業 績

種市高等学校）

日本吹奏楽指導者協会東北支部
主催 第 回全日本中学生高校
生管打楽器ソロコンテスト北東
北大会 金賞受賞

氏 名 業 績 氏 名 業 績

大湊高等学校）

八戸聖ウルスラ
学院高等学校）

八戸工業
高等学校）

八戸工業
高等学校）

第 回青森県高等学校総合体育
大会 男子棒高跳競技 優勝
第 回青森県高等学校新人陸上競
技選手権大会 男子棒高跳競技
優勝

第 回青森県高等学校総合
体育大会 女子ソフトボール
優勝

平成 年度青森県高等学校
軟式野球春季選手権大会
第 位
第 回青森県高等学校総合
体育大会 軟式野球 優勝

平成 年度青森県高等学校
軟式野球春季選手権大会
第 位
第 回青森県高等学校総合
体育大会 軟式野球 優勝

氏 名 業 績

氏 名 業 績

石鉢小学校）

毎日新聞社日本児童画振興会主
催 文部科学省後援第 回全国
児童画コンクール毎日新聞賞

氏 名 業 績

氏 名 業 績

小舟渡小学校）

青森県漁場監視団連合会主催
密漁防止広報用作品 標語の部
小学校の部 第 位

氏 名 業 績



月 日、八戸広域農協職員互助会は階上駅でボ
ランティア活動（清掃奉仕）を行いました。
この活動は日頃お世話になっている地域の方々の

ために少しでもお役に立てれば、という考えのもと
行われたもので、昨年の道路清掃に続き 回目の活
動となりました。
当日は階上支店の互助会員 人の皆さんが階上駅
舎の窓拭きや駅周辺の清掃に汗を流しました。
なお、この活動は八戸広域管内で来年以降も継続

していく予定との事です。

平成 年 月に結成された健康づくりサークル
ミニミニジムはうす が、 月 日に活動 回

を迎えました。
このサークルは、町が主催する運動を中心とした
健康づくり教室 ぴんぴんしてる会 の修了生が集
う自主活動サークル。毎週木曜日の午後 時 分よ
り、石鉢ふれあい交流館でエアロビクスを行ってい
ます（問い合わせ 田中まり子氏 ）。
この日は、講師・参加者 人が、今までのエピ
ソードや健康への思いなどを語り合い、活動 回
へ向け決意を新たにしていました。

野場中行政区（上重一男区長）は 月 日、石鉢
ふれあい交流館で普通救命講習会を開催、 人が参
加して万が一の事態に備えました。
講習会では八戸東消防署階上分署員の指導のもと、

通報、心配蘇生法の実施、 （自動体外式除細
動器）の使用といった一連の流れについて真剣に学
びました。
なお、同行政区では今年度予算で を購入。

地区内のグループホームゆとりに設置し、 時間使
用できるようにしました（ 安全に使用するために
救命講習を受講しましょう）。

月 日、大蛇海鳴りソーランなどの企画や三戸
郡連合 会長を務めた功績により、社団法人日
本 全国協議会長表彰を受賞した大蛇小学校父
母と教師の会の坂本進会長が役場庁舎を訪れ、浜谷
町長に受賞報告を行いました。
坂本会長は 先輩方、地域の方々の活動が実った

ものです と、受賞の感想を話していました。
また同校父母と教師の会は 月に東北 連絡

協議会からも表彰を受けており、併せて報告されま
した。



図書室がある町の施設は上記のとおりです。子ども達に限らず、大人にも楽しめる本がありますので、冬休
みや休暇を利用して足を運んでみてはいかがでしょうか？
また、今月号から と題し、各図書室にあるおすすめ本をご紹介していきます。図書室

利用の参考にしてください。 です。その場で発行出来ますので、保険証
や運転免許証等、身分を証明できるものをご持参ください（発行料は無料です）。

住 所 蒼前東 丁目

電 話

蔵 書 数 冊

貸出時間

（火 土、日・祝祭日）

住 所 道仏字天当平

電 話

蔵 書 数 冊

貸出時間

（月 土、日・祝祭日）

住 所 道仏字横沢

電 話

蔵 書 数 冊

貸出時間 （月 金）

（土）

奥村彪生 解説 農文協
全国 余地点で、お年寄り
に聞いた元祖ふるさと料理。わ
が家の味が減りつつある現代に
季節ごとのおいしいおかず、毎
日の献立のヒントにも。あった
かい家庭料理が満載です。

荒井良二 作 講談社
森の名前は そのつ森 。森
にある空き地をどうやって使お
うか、動物たちの会議がはじま
りますが、何年経っても決まり
ません。今日の会議はサルの提
案から始まります。

佐藤多佳子 作 講談社
舞台は県立高校の陸上部。ス
プリント、とりわけヨンケイと
呼ばれる リレーに青
春をかける少年達のひたむきな
姿を描く青春小説（全 巻）。



今回の特集は、広報はしかみ 年 月号特集にも掲載した学校読書調査（毎日新聞社が 年から始
め、 年（第 回）からは全国学校図書館協議会の協力を得て、全国の小中高生を対象に毎年実施）の
第 回数値をご紹介し、本町の読書環境についてみていきたいと思います。

選定基準により全国から求めた調査対象校に在学する児童・生徒のうち、各学年毎に
学級を選定
小学生 人、中学生 人、高校生 人、合計 人
クラス毎の集団質問紙法で、教諭が説明しながら回答を記入する逐次法
年 月上旬

本町では、読書を通して親子の心のふれあいと子ども

の豊かな心を育てることを目的とした活動が階上町子ど

も読書活動推進委員会を中心に行われています。

具体的には、 月号でもご紹介した はしかみキッズ

おはなし会 の開催（次回 月 日 、 ハート

フルプラザ・はしかみ）や、 読み聞かせ研修会 を行

い、読み聞かせボランティアグループの育成・活動支援

などを実施しています。活動の詳細については教育課教

育グループ（ ）までお問い合わせください。

上の図によると平均読書冊数は小学生が 冊、中学生 冊、高校生 冊と、上昇する傾向にありま
す。 若者の活字離れ が社会問題視されてから久しくなりますが、この調査結果を見る限りではかなり
回復してきたと言えそうです。



小 舟 渡
駅 前

榊

大 蛇
追 越

荒 谷

道 仏

耳 ケ 吠 東

耳 ケ 吠 西

佐 京 正 光
中 田 功

川 向 由 蔵

浜 道 岩 蔵
玉 川 正 夫

荒 畑 京 子

十文字 倉 男

西 田 和 雄

吉 田 春 泰

沼 建 築
沼 建 築
沼 建 築
木 村 建 設
葛 巻 建 設
葛 巻 建 設
木 村 建 設
葛 巻 建 設
角 地 住 設
木 村 工 務 店
山 道 建 設

木 村 建 設
角 地 住 設

程 市 興 発
荒 谷 電 気
白 座 建 設
泉山建材運送
角 地 住 設

程 市 興 発
白 座 建 設
坂 建 設 工 業

赤 保 内

野 場 中

蒼 前

石 鉢

鳥 屋 部
角 柄 折
金 山 沢
平 内
晴 山 沢
田 代

桑 原 定 男

上 重 一 男

横 澤 伸 男

郷 州 静 子

田 中 武 志
沼 徳 三 郎
松 倉 長 一
清水頭 保右ェ門
小 出 光 一
高 橋 一 郎

山 道 建 設
坂 建 設 工 業

北日本サービス
平 明 建 設
は ま や
は ま や

東 洋 建 機
北日本サービス
下 平 建 設
東 洋 建 機
房 間 建 設
松 川 建 設
横 町 建 材

大 前 建 設
長 根 建 設
北日本サービス

小 舟 渡
駅 前

榊

大 蛇
追 越

荒 谷

道 仏

耳 ケ 吠 東

耳 ケ 吠 西

赤 保 内

野 場 中

蒼 前

石 鉢

鳥 屋 部
角 柄 折
金 山 沢
平 内
晴 山 沢
田 代

町では、冬期間の交通確保のため 月から 月まで除雪作業を行います。
毎年作業のスピード化を目指していますが、路線延長の増加に伴い除雪が遅れるなど町民のみなさんにご迷

惑をおかけする場合もあります。除雪がスムーズにおこなわれるよう、次の事項に注意し、除雪作業にご理解
とご協力をお願いします。

町内を 地域にわけ、業者委託により
実施します。除雪に関する連絡は（区
長）より各業者に指示する体制になりま
すので、町民の皆さんは（区長）に情報
を連絡し、その指示に従ってください。
また右の連絡系統図により、除雪体制
を万全にしたいと考えております。



階上町職員組合では、クリスマスにサンタクロースからプレゼントを宅配してほしいご家庭を募集します。
作戦内容 職員がサンタクロースに変身し、ご希望の時間帯にプレゼントをご家庭にお届けします。
宅配日時
申込締切 月 日 先着 家庭 お子さんへのプレゼントを添えてお申し込みください。

本町は県奨励品種にも指定されているそば品種、階
上早生（わせ）のふるさとですが、現在はごく一部で
栽培されているに過ぎません。町では階上の名前が付
いた階上早生を復活させ、町民の皆さんの健康増進と
地域活性化を目指しています。
今年度は、試験栽培として フォレストピア階上 と
道の駅はしかみ の指定管理者である階上町パーク
ゴルフ協会と株式会社北日本サービスが 月下旬から
栽培を行い、手打ちの風味豊かなそばが完成しました。
フォレストピア階上では、 シコシコ感があり風味

豊かな階上そばで、良い年を迎えてください と、年
越そばの注文を受付けています。また、道の駅ではそ
ば粉を販売しています。

町では、地元産の階上早生を使用したそばがいつで
も町内で味わえるように栽培面積を拡大し、 階上そ
ば のブランド化を推進していきます。

平成 年の新しい年に向かって、お互いの無病息災とご多幸を祈念し、行政関係者や、一般町民だれでもが
参加できる 新年互礼会 を開催しますので、多数のご参加をお待ちしております。
なお、当日はチャリティー福祉募金にご協力下さるようお願いします。
日 時 場 所
会 費 申込締切 月 日
申込方法 自分の所属する団体の発起人（事務局）まで、一般の方々は行政区長又は、階上町社会福祉協議

会、階上町商工会、八戸広域農業協同組合階上支店、階上漁業協同組合の窓口で、会費を添えて
お申し込み下さい。

発 起 人
（順不同）

階上町農業委員会長、階上町教育委員会委員長、階上町民生委員児童委員協議会長、階上町老
人クラブ連合会長、階上町連合婦人会長、階上町小中学校長会長、階上町連合 会長、交
通安全協会階上支部長、階上町行政区長会長、八戸広域農業協同組合代表理事組合長、階上漁
業協同組合代表理事組合長、階上町商工会長、三八地方森林組合副組合長理事、階上町社会福
祉協議会長、階上町消防団長、階上町体育協会長、階上町文化協会長、階上町食生活改善推進
員会長、階上町赤十字奉仕団委員長

日 時
場 所
対象者 昭和 年 月 日から昭和 年 月 日までに生まれた

方で、町内在住か、町出身者。



町では できるだけ介護状態にならない 悪化しない を目標

に、 に取り組んでいます。

基本健康診査を受けた方で、介護予防のために今から取り組みを

行ったほうが、今後元気に生活できると思われる高齢者の方々に、

下記の教室への参加をお勧めしております。

要支援・要介護状態になる可能性の
ある高齢者をいいます。
今年度から、基本健康診査に加わっ
た 基本チェックリスト から、介護
予防への取り組みが望ましい方を、地
域包括支援センターが選定します。

今よりもわぁんつか元気になるために

クラス

今から始めるおくちのケア

元気な体づくりのために、足腰の筋力をつける教室です。
会場 ハートフルプラザ・はしかみ
期間 週 回程度、 か月間行います。

物を噛んだり飲んだりする力をつけ、いつまでもおいしく食事
を食べることができるように、おくちの中をケアする教室です。
会場 ハートフルプラザ・はしかみ
期間 月 回程度、 か月間行います。

元気な体づくりのために、栄養について勉強する教室です。
会場 特別養護老人ホーム見心園
期間 月 回程度、 か月間行います。

など、前向きで元気な言葉が聞かれています。

・理学療法士 ・歯科衛生士

・管理栄養士 ・保健師

・看護師 ・介護福祉担当者 わぁんつか とは 少し 、 そっこり
とは そのまま という方言です。

楽しい介護予防を、階上町地域包括支援

センターは目指しています

月から教室を開始しており、平均年齢 歳、

最高齢 歳（ 人）を含む 人の方々が参加して

います。



内 容

講 師

開催日

時 間

会 場

調理実習・試食・講話）

難しいカロリー計算はありません

食の適量が分かります

試食からの参加もできます

栄養士 岩見 美恵子 氏

初回除き ）

月 日 月 日

月 日 月 日

月 日

献立は毎回変わります。

（ 集合）

試食からの参加は 集合

食材料費として各回 円徴収します

有酸素運動の体験）

肥満の解消に

インスリンの働きを活発に

ストレスの発散に

エアロビクスインストラクター 高山 清美 氏

月 日 月 日

月 日 月 日

月 日 月 日

月 日 月 日

（ 集合）

服 装 ・運動靴

・運動しやすい服装（トレパン等）

内 容

調理実習・試食・講話） 有酸素運動の体験）

講 師

開催日

時 間

会 場

コースの選択は自由です。どちらか一方でも、両方でも受講できます。

町では地域において自主的に介護予防に取り組み、活動する住民グループ等に対して、介護予防活動に

要する講師等謝金として に助成します。

対 象 事 業 転倒骨折予防・栄養改善・認知症予防等介護予防に関連する活動

助成対象団体 地域において、 歳以上を対象に自主的な介護予防活動に取り組む団体

募 集 団 体 但し、審査のうえ決定します。

募 集 期 間



募 集 種 目 応 募 資 格 受 付 期 限 試 験 期 日 試 験 場 所

自 衛 隊 生 徒
中卒（見込含）
歳未満の男子

平成 年 月 日 平成 年 月 日 八戸福祉公民館

追加募集 平成 年 ・ 月入隊予定の 等陸・海・空士

農業委員会では、毎年 月 日現在で農業委員会
委員選挙人名簿を作成しています。
農業委員会委員の選挙があった場合に、この名簿

に登載されていないと投票ができませんので、次の
条件に該当する方は、 に

に所定の事項を正確に
記入して、区長さんへ提出してください。申請書は
区長さんを通じて配布します。

昭和 年 月 日以前に生まれた方で平成 年
月 日現在階上町に住所を有し、次のいずれかに該
当する方。

アール以上の農地で耕作の業務を営む方

アール以上の農地で耕作の業務を営む方の同
居の親族または同居の親族の配偶者であって年
間 日以上耕作に従事している方
アール以上の農地で耕作の業務を営む農業生
産法人の組合員、社員または株主であって年間
おおむね 日以上耕作の業務に従事している方

反歩だけの耕作面積では 平方メートルで
アール（ 平方メートル）になりません。
また、不耕作の農地は面積に含まれませんのでご
注意ください。

古代から明治時代まで、日本の各時代の食事復元に携わり、 大河ドラマの主人公の食膳を再現する
など食文化史研究の第一人者。長寿村の食生活や頭脳食の研究でも有名。テレビ、ラジオをはじめ 百歳食
入門 米の力 雑穀の力 おもしろく長生きするためのおばあちゃんのひとこと 等著書も多数執筆。
愉快に生涯現役、若さにあふれ知的で行動的なエンジョイ型人生を過ごすための食事学を伝授している。



自動車税の納税通知書には継続検査（車検）用の納
税証明書がついていますが、紛失等により再発行を受
ける場合には、 自動車検査証、 納税義務者本人で
あることを確認できる書類（運転免許証・保険証・旅
券など）、 本人の印鑑が必要となります。
納税義務者以外の方が代理で申請を行う場合には、
自動車検査証、 代理人の本人確認書類、 代理人

の印鑑、 納税義務者からの委任状が必要となります。
なお、継続検査用以外の納税証明書交付申請には、
手数料として 円分の青森県証紙が必要です。

申請に必要なものは継続検査用と同様ですが、代理
人申請の際の委任状への押印は納税義務者本人の実印
となり、印鑑証明書の提示が必要となりますので、ご
注意ください。

保険料免除（全額、若年者納付猶予、学生納付特
例、半額納付に加え、平成 年 月から新たに（
分の 、 分の 納付（一部納付制度）が加わる）
が承認された期間は、老齢基礎年金額が、保険料を
納めた場合よりも少なくなります。
そこで、ゆとりができたときは 年前まで遡って

保険料を納めることができる 追納 をおすすめし
ます。 年を経過すると追納はできませんのでご注
意ください。保険料全額免除、若年者納付猶予、学
生納付特例が承認されてから 年目に当たる月の月
末が追納期限です。
追納することにより保険料を納めた場合と同じ金

額の老齢基礎年金を受けることができます。但し、
納期限から 年以上経過した保険料を追納する場合
は、加算金がつきますので、お早めの追納をおすす
めします。

追納には専用の納付書が必要ですので、ご希望の方
は社会保険事務所へお問い合わせください。

全 額 免 除 期 間 全額納付の 分の
半 額 納 付 期 間 全額納付の 分の
分の 納付期間 全額納付の 分の
分の 納付期間 全額納付の 分の

に減額されます。
一部納付の承認を受けた期間は、残り分の保険
料を納めることによって、一部納付免除期間と
なります。たとえ、一部納付の承認を受けてい
ても 年以内に残り分を納めないと未納と同じ
扱いとなりますので納め忘れのないようご注意
ください。

昼間留守がちな方々を対象に、夜間納税相談を実施中です。お電話での相談にも応じますので、お気軽にご
利用ください。

口座振替制度とは、ご指定の金融機関の預貯金口座から、町税等の納期限の日に自動的に振り替えて納める
便利な制度です。簡単な手続きで、安全にしかも確実に納めることができます。

最寄りの金融機関、郵便局の窓口に申込用紙を備え付けてありますので、預貯金口座のある金融機関及び郵
便局の窓口でお申し込みください。申し込みをする際は、預貯金通帳とその印鑑、申し込みをされる町税等の
納税通知書等の通知番号の分かる書類をご持参ください。

・青森銀行（本・支店）・みちのく銀行（八戸市内）・八戸広域農業協同組合階上支店 ・八戸信用金庫
・青森県信用漁業協同組合連合会（階上漁協）・郵便局

・町県民税（普通徴収）・固定資産税、軽自動車税 ・国民健康保険税 ・介護保険料



ユニバーサルサービス制度とは、 東日本や西日本が加入電話などのユニバーサルサービスの提供
を確保するために必要な費用を、電話会社全体で応分に負担する、受益者負担の考え方に基づいた仕組み
です。

電気通信事業法により、 あまねく日本全国で提供が確保されるべき と規定されているサー
ビスです。加入電話、公衆電話、 番・ 番・ 番などの緊急通報がこれに該当します。

昨今の携帯電話・ 電話の普及や電話サービスにおける競争が進んだことなどに伴い、通信
料金は大幅に安くなりました。一方、ユニバーサルサービスの確保に必要な費用が不足しており、
このままでは、 東日本・西日本だけでユニバーサルサービスを維持できなくなることから、
主要な電話会社全体で支えていくことになったのです。

ユニバーサルサービス制度の負担金は、当該負担金を拠出する電気通信事業の費用の一部を構
成するものであり、最終的にはその原資は最終利用者からの料金収入によって賄われます。その
ため、ユニバーサルサービス制度の負担金を拠出する事業者が当該負担金を経営努力によって内
部吸収するか、あるいは利用者に対して負担を求めるかについて、経営判断により決定すること
になります。詳細はご利用の電気通信事業者にお問い合わせ下さい。

ユニバーサルサービス制度に関する情報は、以下のホームページに掲載しています。

子育てや障害、虐待など様々な相談に応じます。
虐待を受けたと思われる子どもを見たら通報（通
告）してください。

平成 年度児童虐待防止推進月間標語）

．募集科・選考日

科名 定員 期間 応 募 資 格
電 子
機器科

溶接科

名

名
年

離転職者で職業に必
要な技能、知識を修
得しようとする者

科名 定員 期間 応 募 資 格
電 子
機器科

名
年

離転職者で職業に必
要な技能、知識を修
得しようとする者溶接科 名

・選 考 日 平成 年 月 日
．出願期間 平成 年 月 日

平成 年 月 日



 

（
二
年
）

登
切
小
学
校

（
二
年
）

石
鉢
小
学
校

階上アマチュア無線クラブでは、下記の日程で講習会（講習会番号 ）を開催します。無線法規 時
間、無線工学 時間の講義終了後の試験に合格すると、第 級アマチュア無線技士の国家資格が与えられます。
日 時 平成 年 月 日 午前 時 分 午後 時 分まで（昼食持参のこと）
会 場 ハートフルプラザ・はしかみ 階大会議室 受講料 円（教科書、問題集、免許申請代含む）
条 件 第 級アマチュア無線技士の資格を有すること

【日 時】 月 日 午前の部 時 分 時 分 午後の部 時 分 時 分
【場 所】八戸リサイクルプラザ 【内 容】工場見学、体験学習 【参加料】無料
【定 員】 教室につき親子 組 人（小学生以上）

工場内には暖房が入りませんので、多少汚れてもかまわない防寒服と手袋を準備してください。



暮
れ
に
な
る
と
何
か
と
慌
し
く
、
ち
ょ
っ

と
し
た
油
断
か
ら
事
件
・
事
故
に
巻
き
込
ま

れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等

で
は
、
強
盗
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
防

犯
対
策
や
防
犯
訓
練
を
一
層
強
化
し
ま
し
ょ

う
。外

出
時
は
確
実
に
鍵
を
掛
け
、
防
犯
対
策

要
素
、
音
（
警
報
）、
光
（
セ
ン
サ
ー
ラ

イ
ト
）、
映
像
（
防
犯
カ
メ
ラ
）
を
活
用
し

ま
し
ょ
う
。

周
辺
で
起
こ
り
う
る
次
の
犯
罪
に
注
意
！

自
動
車
盗

一
台
に
二
重
ロ
ッ
ク

自
動
車
・
バ
イ
ク
盗

短
時
間
離
れ
る
場

合
で
も
、
確
実
に
ロ
ッ
ク

車
上
狙
い

車
内
に
貴
重
品
を
放
置
し
な
い

ひ
っ
た
く
り

ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
等
は
歩
道

側
に
持
ち
、
後
方
に
注
意

早
め
点
灯
の
励
行
！

ゆ
と
り
で
走
ろ
う
、
心
と
時
間
と
車
間
距

離
！

カ
ー
ブ
の
手
前
で
十
分
に
減
速
を
！

坂
道
の
走
行
に
は
注
意
！

ま
さ
か
被
害
に
遭
う
は
ず
が
な
い

で
は

な
く
、
ち
ょ
っ
と
し
た
警
戒
心
を
持
つ
こ
と
！

日
増
し
に
寒
さ
も
厳
し
く
な
り
、

皆
様
の
ご
家
庭
で
も
ス
ト
ー
ブ
や

コ
タ
ツ
な
ど
暖
房
器
具
を
使
う
機

会
が
増
え
て
き
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
例
年
こ
の
時
季
に
は
火
災
の

発
生
危
険
が
増
加
し
、
皆
様
の
財

産
と
時
に
は
命
さ
え
も
一
瞬
に
し

て
奪
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
火
災
の
死
傷
者
は
高
齢

者
や
幼
児
な
ど
、
災
害
に
お
い
て

弱
い
立
場
の
人
に
増
加
の
傾
向
が

み
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
人

達
が
被
害
に
遭
う
の
は
住
宅
火
災

に
よ
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

自
分
の
家
か
ら
火
災
を
出
さ
な

い
た
め
に
も
、

な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
気

配
り
で
火
災
は
未
然
に
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
の
い

る
家
庭
で
は
子
ど
も
の
火
遊
び
に

十
分
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。
マ
ッ

チ
、
ラ
イ
タ
ー
な
ど
を
使
っ
た
子

ど
も
の
火
遊
び
に
よ
る
火
災
が
毎

年
発
生
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
は

好
奇
心
が
旺
盛
で
す
の
で
、
マ
ッ

チ
、
ラ
イ
タ
ー
な
ど
は
子
ど
も
の

手
の
届
か
な
い
場
所
へ
保
管
す
る

と
と
も
に
、
火
災
の
怖
さ
を
し
っ

か
り
教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

も
し
火
災
が
発
生
し
た
時
に
は

大
き
な
声
で
近
所
の
人
に
知
ら

せ
る

そ
し
て

番
通
報
は
落
ち

着
い
て

住
所
、
氏
名
、
目
標
、

電
話
番
号

を
は
っ
き
り
伝
え
ま

し
ょ
う
。

ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
で
の
記
事
を

見
て

対
岸
の
火
事

と
傍
観
し

て
い
る
だ
け
で
は
い
け
ま
せ
ん
。

私
達
の
身
の
ま
わ
り
に
は
い
つ
で

も
災
害
危
険
が
潜
ん
で
い
ま
す
。

火
災
が
多
発
す
る
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
火
気
の
使
用
に

つ
い
て
ご
家
庭
で
話
し
合
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。



掃
き
溜
め

ギ
ク
な
ん
て
、

ち
ょ
っ
と
か
わ
い
そ
う
な
名
前
で

す
。
大
正
時
代
に
北
ア
メ
リ
カ
か

ら
帰
化
し
た
と
さ
れ
る
。
現
在
は
、

国
内
各
地
の
道
端
や
庭
・
土
手
な

ど
に
自
生
し
て
い
る
。
ゴ
ミ
捨
て

場
で
帰
化
し
て
い
る
の
を
発
見
さ

れ
た
の
で
こ
の
名
前
が
つ
い
た
と

い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
小
さ
く
可

憐
な
直
径
約
五

程
の
頭
花
は
、

掃
き
溜
め

の
イ
メ
ー
ジ
と
は

全
然
違
い
ま
す
。

花
弁
の
縁
は
細
か
く
ギ
ザ
ギ
ザ

し
、
花
の
周
り
が
ま
る
で
フ
リ
ル

で
飾
ら
れ
た
よ
う
に
見
え
て
、
か

わ
い
い
も
の
で
す
。
花
は
夏
か
ら

秋
遅
く
ま
で
見
ら
れ
る
。

フリルがついたような花

盛
岡
南
部
藩
の
家
臣
に
、
北
湯

口
伊
豆
守
光
近
の
次
男
、
島
森
上

総
光
茂
を
祖
先
と
す
る
島
森
家
が

あ
り
ま
す
。
（
岩
手
県
姓
氏
歴

史
・
人
物
大
辞
典
、
角
川
書
店
）

こ
の
島
森
家
は
、
代
々
稗
貫
家

に
仕
え
、
稗
貫
郡
北
湯
口
村
（
花

巻
市
）
を
領
し
、
在
名
に
よ
り
北

湯
口
氏
を
称
し
て
お
り
ま
し
た
。

天
正
十
八
年
（
一
五
九

）、

主
家
、
稗
貫
氏
が
没
落
の
時
、
兄

湯
口
大
膳
亮
光
仲
の
子
、
弥
太
郎

は
一
揆
を
起
こ
し
て
討
死
し
ま
し

た
。光

仲
の
弟
、
北
湯
口
安
房
は
浪

士
と
な
り
ま
し
た
が
、
の
ち
に
三

戸
に
来
て
南
部
家
に
仕
え
、
南
部

信
直
（
二
十
六
代
）
よ
り
三
戸
郡

島
森
村
の
一
千
石
を
与
え
ら
れ
、

そ
の
後
八
戸
郡
代
官
を
つ
と
め
た

と
い
う
の
で
す
。

さ
て
、
八
戸
市
南
郷
区
の
島
守

館
は
代
々
島
守
氏
の
居
館
で
あ
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
天

正
年
間
に
島
守
安
芸
が
島
守
館
に
、

弟
の
主
膳
が
頃
巻
沢
館
に
住
ん
で

い
ま
し
た
が
、
共
に
九
戸
の
乱
で

戦
死
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
根
城

南
部
家
が
遠
野
へ
移
っ
た
あ
と
、

八
戸
郡
代
官
二
代
目
と
し
て
勤
め

た
の
が
島
守
安
房
で
は
な
い
の
だ

ろ
う
か
と
い
う
の
が
私
の
推
論
で

す
。島

守
安
芸
と
島
守
安
房
、
ど
ち

ら
が
先
で
ど
ち
ら
が
後
か
、
年
数

に
し
て
わ
ず
か
三
、
四
年
の
事
な

の
で
す
が
混
同
し
て
伝
え
ら
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

島
守
館
跡
に
は
今
で
も
島
守
安

芸
の
も
の
だ
と
伝
え
ら
れ
る
五
輪

の
塔
が
残
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。

平
成
十
七
年
の
夏
、

一
石
一

字
塔

が
あ
る
と
い
う
事
で
調
べ

て
参
り
ま
し
た
が
、
明
和
九
年

（
一
七
七
二
）
建
立
の
も
の
で

奉
書
写
大
乗
妙
典
一
石
一
字
塔
、

島
守
山
主
、
安
禅
比
丘
此
作
宝

塔

と
刻
銘
さ
れ
て
あ
り
ま
し
た
。

比
丘

と
は
出
家
し
た
男
性

（
僧
）
と
い
う
意
味
で
す
。

正
部
家

奨

作
・
佐
藤

明

画



日

火

水

金

土

日

火

水

日

火

水

土

日

月

剣道クラブ（教育課）

合同相談（行政・人権・心配ごと）

教育相談（教育課）

生きがい中央大学（教育課）

はしかみっこ支援センター子ども体験活動等相談

小・中学校第 学期終業式

わんぱく王国（教育課）

はしかみキッズおはなし会（教育課）

剣道クラブ（教育課）

小・中学校冬期休業（ ）

民俗資料収集館開放日（教育課）

はしかみっこ支援センター子ども体験活動等相談

成人式（教育課）

民俗資料収集館開放日（教育課）

生きがい中央大学（教育課）

はしかみっこ支援センター子ども体験活動等相談

はしかみキャンパス公開講座（長生きするための食事学入門）

剣道クラブ（教育課）

小・中学校第 学期始業式

町民体育館

ハートフルプラザ はしかみ

役場 階 第 会議室

ハートフルプラザ はしかみ

ハートフルプラザ はしかみ

ハートフルプラザ はしかみ

ハートフルプラザ はしかみ

町民体育館

民俗資料収集館

ハートフルプラザ はしかみ

ハートフルプラザ はしかみ

民俗資料収集館

ハートフルプラザ はしかみ

ハートフルプラザ はしかみ

ハートフルプラザ はしかみ

町民体育館

期間 月 日 月 日
行事等の問い合わせ【担当課】【施設】へ

玉 澤 英 夫（駅 前）
千 葉 由希子（八 戸 市）
田 代 裕 喜（洋 野 町）
山 中 優 子（野 場 中）
平 幸 二（赤 保 内）
伊 奈 々（八 戸 市）
木 村 勇 輝（八 戸 市）

道 博 子（大 蛇）

（住所又は元の本籍）

中 城 利 哉（晴 山 沢）
分 道 一 美（久 慈 市）
阿 部 奨（耳ケ吠西）
畑 中 知 恵（八 戸 市）
濱 端 洋 輝（八 戸 市）
浜 田 美 華（熊本県荒尾市）
重文字 臣 永（小 舟 渡）
長谷部 祐 子（三 沢 市）

（住所又は元の本籍）

田 島 妃
ひ

愛
より

（浩 行・千恵子）大 蛇

石 垣 潤
じゅん

（ 渉 ・綾 乃）石 鉢

田 中 日
ひ

萠
め

（宗 光・睦 子）石 鉢

寺 嶋 乃
の

彩
あ

（隆 之・真由美）赤保内

森 康
こう

平
へい

（康 彦・ゆかり）石 鉢

新井田 莉
り

那
な

（康 弘・礼 子）石 鉢

大 江 ミサオ（ ・平 内）

鳩 壽 信（ ・平 内）

沼 田 志賀子（ ・駅 前）

玉 川 ヨシノ（ ・追 越）

宗 前 秀 （ ・石 鉢）

関 川 と め（ ・赤保内）

舘 下 仁 蔵（ ・耳ケ吠東）

糸 坪 雄（ ・ 榊 ）

下 平 せ つ（ ・鳥屋部）

長 根 一 司（ ・小舟渡）

（年齢・地区名）

（父の名・母の名） （地区名）


